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研究成果の概要（和文）：本研究では、自閉スペクトラム症（ASD）児の直示動詞「行く／来る」の使用につい
て調査し、指導プログラムの拡大を目指した。第一に、ASD児と定型発達児を対象とした調査から、直示動詞の
使用において十分な発達的変化を示さないASD児の存在が明らかになり、指導プログラムの開発・拡大の必要性
が示唆された。第二に、ASD児を対象とした事例研究から、「行く／来る」の適切な使用が他の動詞ペア（例え
ば、「わたす／もらう」）の理解に波及効果をもたらす可能性が示唆された。本研究の知見は、ASD児の言語指
導、とりわけ関係性のあることばの表出・理解を目標とした指導に役立つことが期待される。

研究成果の概要（英文）：This study conducted the use of deictic verbs “go/come” by children with 
Autism Spectrum Disorder (ASD), aiming to expand instructional programs. First, the survey targeting
 both ASD and typically developing children revealed the presence of ASD children who did not show 
sufficient developmental changes in the use of deictic verbs, suggesting the need for the 
development and expansion of instructional programs. Second, a case study focusing on ASD children 
suggested that the appropriate use of “go/come” could have a ripple effect on the understanding of
 other verb pairs (e.g., “give/receive”). The findings of this study are expected to be useful in 
language instruction for ASD children, particularly in teaching the expression and understanding of 
related words.

研究分野：特別支援教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、ASD児の直示動詞「行く／来る」の使用に関する発達的特徴を明らかにし、言語発達に
新たな視点を提供することである。具体的には、直示動詞の使用と身体運動の同期の関連性を実証的に示したこ
とは、言語獲得メカニズムの理解に寄与する新たな知見といえる。社会的意義としては、ASD児における直示動
詞の適切な使用が他の動詞の理解に波及効果をもたらす可能性を示したことである。これにより、ASD児に対す
る指導プログラムの改善や拡大に貢献することが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 自閉スペクトラム症（autism spectrum disorder; 以下, ASD）児は、母語によらず直示的な
語や指差しのように身体の動きがある方向・場所を指し示す直示的ジェスチャーの理解と産出
に困難さを示す（Huang, Wong, Lam, Cheng, & So, 2020; 伊藤, 2012; Tager-Flusberg, Paul, 
& Lord, 2005）。この困難さに対して本研究では、ASD の模倣特性および言語の特徴が直示動詞
「行く／来る」の使用に影響を及ぼすのではないかという仮説を立てた。この仮説を検証するこ
とにより、既存の直示動詞指導プログラムの拡大が実現すると考えた。 
 ASD の模倣特性に関して、正高（1998）の実験では実験者と定型発達（typical development; 
以下, TD）児が向かい合い、実験者は「今日、遊びに来る？」と質問すると同時に、自己身体の
中心より内側に向かって腕や手を動かす直示的ジェスチャーを提示した。直示動詞を獲得する
発達段階にある TD 児は、「行く」という発声と同時に外側へ向かうジェスチャーを高頻度で自発
した。この結果から、言語に応じたジェスチャーの使用が「行く／来る」を適切に使い分けるた
めの前提条件として指摘されている。一方、ASD 児では自己視点の見えに基づき、他者動作を模
倣する傾向があること（Meyer & Hobson, 2004）や直示的ジェスチャーの生起頻度が低いこと
（Manwaring, Stevens, Mowdood, & Lackey, 2018）が報告されている。これらの知見から、直
示動詞使用時における二者間の位置関係（対面または横並び）がパフォーマンスに影響を及ぼす
ことが予想された。換言すれば、実際の移動方向に基づく位置関係に並ぶことで適切な応答の出
現が促進されると予測した（図 1）。 
また言語の特徴に関して、視点の明示性が ASD 児のパフォーマンスに影響を及ぼすという知

見（Asaoka, Takahashi, Chen, Fujiwara, Watanabe, & Noro, 2019）から、本研究では会話時
における主語の省略に着目した。日本語では「あなたは／私は」という主語が一般的に省略され、
「（私は）行く！」「（私は）来ると思うよ。」等と返答する。この言語特徴から、「あなた」と尋
ねられたのに続き、自ら「私は」と変換して応答することが求められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．研究の目的 
ASD児および比較対照としてTD児を対象に、直示動詞使用の発達的特徴を定量的に評価した。
その結果に基づき、ASD 児を対象とした直示動詞の指導プログラムを拡大することを最終的な目
的とした。これらの目的を達成するために、以下の研究を実施した。 
第一に、TD 児を対象に会話時における「行く／来る」を用いた言語表出、身体運動の方向や
その移動量を指標とした発達的特徴を予備的に調査した(研究 1：予備的調査)。第二に、研究 1
の結果を踏まえて参加人数を増やすとともに、対象に ASD 児を加えて 2年間の追跡調査を行い、
発達的変化を調査した（研究 2：コホート研究）。第三に、ASD 児を対象に「行く／来る」の獲得
が他の動詞ペア（例えば、「わたす／もらう」）の理解に及ぼす条件を事例的に検討した（研究 3：
事例研究)。本研究の全体像を図 2 に示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1  二者の位置関係と主語の省略 

今日、（あなたは）遊びに来る？ 

子役            ASD 児 

（私は）行く！ 

（あなたは）私と公園に行く？ 

（私は）行く！ 

子役           ASD 児 

ASD 児における適切な 
直示動詞使用の促進 

図 2  本研究の全体像 



３．研究の方法 
（１）研究 1 
6〜7 歳の TD 児 12名を対象に、「行く／来る」を用いて質問応答する演劇場面を設定した。監
督役による開始の合図、ナレーション、子役のセリフ (質問文の提示) 、参加児の「行く／来
る」を用いたセリフの順に進めた。その際、「質問→返答」の 4つの型に応じて、参加児と子役
は対面または横並びの位置関係で座った。例えば、二者が横並びになり、「放課後、二人は学校
の近くで会いました。」というナレーションを提示した。続いて、子役が「これから、一緒に公
園に遊びに行く？」と尋ねた。「行く？」と発声する際、子役は自身の上半身をわずかに前方に
動かした。最後に、参加児は「うん、行く！」といったように「行く／来る」を用いて応答した。
なお、「来る？」と尋ねる質問文において子役は上半身を後方に動かした。言語表出の正反応数、
実際の移動方向に基づく上半身の運動の生起数、上半身の平均移動量を従属変数として、データ
を収集し、統計分析を行った。なお、身体運動に関するデータは動作解析 (モーション・キャプ
チャ)システムを用いて定量的に収集された。 
 
（２）研究 2 
 研究 1 から人数を増やし、かつ ASD 児を対象に加え、研究開始時に生活年齢 6〜7 歳代の ASD
児および TD 児計約 80名を対象として、「行く／来る」使用時の発達的変化を 2年間にわたり追
跡調査した。手続きや従属変数、分析方法は原則研究 1に準じた。同じ児童を追跡したが、転入
または転校した児童は分析対象から除外した。 
 
（３）研究 3 
 ASD 児 1名を対象とした。①家庭での実施：ベースライン測定前と刺激般化測定後に、日常生
活において母親が「行く／来る」を用いた質問する機会を設定した。②理解度テスト：①と同時
期に、4つの動詞ペアの理解度テストを実施した（表 1）。例えば、「二人は昼食の準備をしてい
ます」というナレーション文に続き、「Bが A（参加児の名前）にコップをわたす」といった教示
文を提示した。両者は教示文に従って動作した。正誤はフィードバックしなかった。③ベースラ
イン：研究 1の手続きに準じて実施した。④語頭音＋身体プロンプト＋フィードバック：子役が
ジェスチャー（上半身の運動）を提示するタイミングに合わせて、監督が参加児の後方から肩に
手を添え、身体を前後にガイダンスした。例えば、「今日、遊びに来る？」では前方にガイダン
スした。そして、子役のセリフが終了した直後に、適切な言語表出の語頭音 (/i/または/k/) を
提示した。正反応生起時には、子役がアドリブで返答するとともに、監督は言語賞賛、拍手した。
誤反応生起時は再試行を実施した。⑤身体プロンプト＋フィードバック：④から語頭音のプロン
プトを撤去した。⑥フィードバック：⑤から身体プロンプトを撤去した。⑦刺激般化：ベースラ
インと介入で用いていないナレーション文と質問文を用いて実施した。その他の手続きはベー
スラインと同様であった。また従属変数に関して、①は「行く／来る」を用いた言語表出、②は
参加児の動作やセリフ、③〜⑦は研究 1と同じであった。 
 
 

直示動詞 教示文 演劇場面 

わたす／もらう 

A が Bにコップをわたす 
A が Bにコップをもらう 
Bが Aにコップをわたす 
Bが Aにコップをもらう 

 

 
 
 
 

探す／隠れる 

A が Bを探す 
A が Bから隠れる 
Bが Aを探す 
Bが Aから隠れる 

 

 
 
 
 

勝つ／負ける 

A が Bに勝つ 
A が Bに負ける 
Bが Aに勝つ 
Bが Aに負ける 

 

 
 
 
 

尋ねる／答える 

A が Bに集合場所を尋ねる 
A が Bに集合場所を答える 
Bが Aに集合場所を尋ねる 
Bが Aに集合場所を答える 

 

 
 
 
 

 

    
どこで待ち合

わせする？ 
どこで待ち合

わせする？ 公園！ 公園！ 

表 1  理解度テストで用いた直示動詞 

 



４．研究成果 
（１）研究 1 
 結果から、「来る？→行く」の質問応答のタイプにおいて、適切な言語表出と実際の方向に基
づく身体運動の間に相関が認められた（表 2）。また正反応数を比較したところ、「来る？→行く」
の正反応数が他の 3 つのタイプに比べて有意に少なく、このタイプでは実際の方向に基づく身
体運動の生起率が低い参加児ほど、移動量が多い傾向があった。これらのことから、「行く／来
る」の獲得段階では適切な言語表出とそれに対応する身体運動が出現するが、獲得されると言語
と身体運動の同期が弱まることが示唆された。この発達プロセスは、視点取得能力の発達と深く
関わっていることが推察された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）研究 2 
 TD 児と比較して ASD 児において、各従属変数に明確な変化がみられない事例が存在した。発
達的特徴に関して、ことばの全般的な発達と「行く／来る」の適切な使用とが関係した。また、
身体運動の同期と「行く／来る」を用いた応答との間に部分的な相関があった。以上の結果から、
ASD 児に対する直示動詞の指導プログラムの効果を検証する必要性が示唆された。 
 
（３）研究 3 
 ①家庭での実施および②理解度テストでは、事前に比べて事後において適切な反応が増加し
た。また、③ベースライン〜⑦刺激般化における各従属変数の推移を図 3および図 4 に示した。
④語頭音＋身体プロンプト＋フィードバック以降においていずれの従属変数とも増加傾向がみ
られた。「行く／来る」の獲得がその他の動詞の理解への波及効果をもたらした要因として、参
加児は「（あなたは）遊びに来る？→（私は）行く！」と主語を変換する方略を獲得した可能性
がある。そのことが「Bが A（参加児の名前）から隠れる」という教示文提示時に、「A（私が）
Bを探す」と自分を主語にして動作することを促進したと考えられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 2  平均、標準偏差、変数間の相関 

 

図 3  「行く」を用いた質問文提示時の従属変数の推移 



 

図 4  「来る」を用いた質問文提示時の従属変数の推移 
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